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1.1 本研究の背景

近年，大学生の成績や進路などの教育ビッグデータを用いて学習・教育の改善
を行う研究が注目されている．
学生に将来的な進路に配慮した知識の蓄積とデザイン思考を養うことが求めら
れているが，履修科目の組み合わせが多く，全ての科目において高度な知識と
洗練した思考を獲得するのが困難である．

ここ画像いれる
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1.2 本研究の目的

学生の成績データを蓄積，分析し，科目選択の支援および，各科目における教
材を提供することで学習を支援するシステムの開発．
ラーニングアナリティクスに向けたシラバス標準化のためのフォーマットの
作成．
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2.1 eラーニング

コロナ禍の影響もあり e ラーニングが普及している．e ラーニングが学生の学習以外
にも，さまざまな場面おいて使用されている．(看護や企業，大学職員など)
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2.2 教育ビッグデータと教学 IR

教育の分野におけるビッグデータを教育ビッグデータと呼ぶ．(学生の学習ログなど)
教育ビッグデータを分析・活用し教育の改善を目指すラーニングアナリティクスや，
大学にまつわる情報を分析し，課題解決を行う教学 IR が発展してきている．
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2.3 情報推薦

Amazon をはじめとする EC サイトや YouTube などの動画配信サイトにおいて情報
推薦技術が広く使用されている．多種多様な消費者のニーズに応えるための手段の 1
つである情報推薦システムの嗜好予測方法が複数ある．
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3.1 協調フィルタリングを用いた科目の推薦

協調フィルタリングアイテムベースとユーザーベースの 2種類に区別することができ
る．ユーザーベース協調フィルタリング (UBCF) を使用し，学生がまだ履修してい
ない科目について科目ごとの予測評価値を算出する．
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3.2 レビューのサクラ判断支援

EC サイトにおけるレビューや評価は他のユーザーへの購買意欲に対して重要な役割
を担っている．アイテムの評価を不当に操作するためのサクラレビューが問題となっ
ている．
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3.3 信頼性を考慮した教材の提示

レビューの信頼性を測る指標として類似性・協調性・集中性・情報性がある．これら
4 つの指標を用いることで信頼性を判断することが容易になり，有効な判断支援を行
うことが可能になる．
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4.1 シラバス標準化と eラーニング教材の作成

シラバスの書き方を統一することで授業の質を向上させるだけでなく，学生に対して
どのような授業なのかイメージさせやすくなる．Webページと YouTubeからスクレ
イピングし，学生に提示する教材として使用する．
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4.2 科目推薦と教材更新

卒業要件単位，必修単位，選択必修単位の 3つを満たす必要がある．そのため，予測
評価値が高く卒業要件単位，必修単位，選択必修単位を満たすように科目を推薦す
る．類似性，集中性，情報性の用いて信頼性スコアを算出し，信頼性スコアをもとに
レビューのランキングを行う．
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4.3 提案手法のアルゴリズム

動画で紹介する
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5.1 数値実験の概要

開発したシステムの有用性としてアンケートの実施，科目推薦の有効性の検証を行
う．アンケートは 5 段階のリッカート尺度を用いる．11 人に実際にシステムを使用
してもらい，アンケートに答えてもらう．
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5.2 実験結果と考察

各アンケート項目の結果を提示する．
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5.2 実験結果と考察

科目推薦の有効性の検証結果を示す．
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6. おわりに

おわりに

今後の課題
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